




 
自由ってなんだろう

  
おもうままなんでもできるってこと？

 
自由はひとりあるきしていて　よくわからない

 
あまりにも大きくて　あまりにもふかい　空のよう

 
自由はたのしい？　自由はうれしい？

  
自由はふあん？　自由はとおい？

 
 自由のいみをしらない人はふしあわせで

 
 自由をしる人はしあわせ？

 
 かんたんにはきめられない

  
それが自由なのかもしれない

  
ただ　わかっていることは

  
空をとべなくても　おまんまがかつおぶしじゃなくても

 
わたしがわたしであること

 
あなたがあなたでいることに

 
きっといみがある  
 
 





 
 
 
ありがとう

 
 
このことばで救われることがある

 
 
 ありがとう

 
  
このことばで伝えられることがある

 
  
ありがとう

 
 
 たった５文字のことば

 
 
 ありがとう

 
 
 このきもちがたいせつ

 
 
 





 
 
ためされているなっておもうときがある

 
  
そういうとき　じぶんをみつめなおすきっかけになったりする

 
 
こういうとき　じぶんはこうおもって

 
 
こうして　ああして

 
  
そして　そうすることでどうなるか

 
   
うまくいったら　またつぎのちょうせんが

 
 
 しっぱいしたら　つぎはこうしよう

 
   
おちこむことがあるかもしれないけど

 
 
きっとここからみえるけしきは

 
 
まえよりもたかく　きれいにみえるだろう

 
 
  





 
 
 
えがおでいることって

 
 
 
じつはむずかしいようでとてもかんたん

 
  
 
どうぶつはわらわない？

 
 
  
でも　こうしてここでわらってる

 
 
  
ときどきしっぽをふったり　ないたり　たいどでしめす

 
 
  
つたわるかな

 
 
  
ぼくらのえがお

 
 
 





 
 
 
あったかい

 
 
 
 
しあわせ

 
 
 
 
ぬくぬく　ほこほこ

 
 
 
 
みをよせて

 
 
 
 
そばにいられるとうとさを

 
 
 
 
しあわせってよぶのかな

 
 
 
 





 
  
みあげてごらん

  
 
 
それはまほうのことば

 
 
  
すこしだけ

 
  
 
いままでみてきたけしきを

 
 
  
かえてみる

 
 
  
するとほら

 
 
  
しらないせかいがまたひとつ

 
 
  
すがたをみせる

 
 
 





 
 
なきたくもないのにでてくる

 
  
 
かってにでてきて

 
 
  
だれにもめいわくなんてかけたくないのに

 
 
  
なみだのわけなんていいたくないのに

 
 
 
えがおでいたくて

 
 
  
つよくなりたくて

 
 
  
それでもでてくるものは

 
 
  
もうしょうがないって

 
 
  
おもえたらいいのにね

 
 



 





 
 
ゆめをかなえたひとのはなし

 
 
・ちいさいころからこつこつ

 
 ・いつのまにかおいかけていた

 
・たのしみながらやっている

  
・どりょくだけじゃだめ

 
 ・うんがよかった

 
 ・たまたまこうなった

 
 ・ゆめをかなえたひとのいうことをきいた

 
 ・ゆめをかなえたひとのぎゃくのことをした

 
 
 あっちのみちや　　　こっちのみち

  
あのときこっちをえらんで　　　あっちをえらばなかったから

 
 あのひとに出会って 　　　　　あのひとと別れて

 
 
 長年のときをすごしたすえに

 
 
 いろいろみちがある　　いろいろなかなえかたがある

 
 けっきょく　どうしたらゆめをかなえられるのかは

 
 ほんにんですらわからない



 
 かなえられないことだってあるのだと

 
 ほとんどのひとがおもうだろう

 
 それでも、あきらめなかったひとが

 
 ゆめをかなえたひと？

 
 それがほんとうかはわからないけど

 
 こうかいせずにやってきたけっかが

 
 これでよかったのだと

 
 そうおもえるなら

 
 むだではなかったとおもえる

 
 
 そしてそのさきに　あらたなゆめがあらわれるかもしれない

 
 
 





 
 
たびのはじまりは

 
 
わくわくどきどき

  
 
ちかみちしたり

  
 
とおまわりしたり

 
  
まよったり

 
  
しらないひとにきいたり

 
  
しらないけしきをながめて

 
  
しらないばしょでねむる

 
 
 たのしい　はんめん　さびしい

 
  
うれしい　はんめん　こいしい

 
 
 それでもたびをすると

 
  
しらないことがしれる

 



  
そして　いままでいきてきたばしょを

 
 
はじめてこきょうなのだとじっかんする

 
 





 
 
ねこ10〜16
 
 
いぬ12〜14
 
  
とり15
 
  
ぞう60〜80
 
  
かえる8
 
 
 ねずみ2
 
 
 
 このすうじはいのちのかず

 
  
もっているじかんのかず

 
  
みじかくてながいたいせつなじかんを

 
  
どうして生きていこう

 
  
これからがいつまでつづくのか

 
  
それはわからない



 
 
 だから　たいせつにしたい

 
 
 できれば　まだあえぬあなたに　はやくあいたい

 
 
 とおいみらいをゆめみて

 
 
今を生きる

 
 





 
 
であえてよかったとおもえるような

 
 
  
そんなであいが

 
  
 
できたなら

 
 
 
 こんなにうれしいことはない

 
 
 
 あなたがいてくれて

 
 
 
 ほんとうによかった

 
 
 



 
 
 
 

あとがき

 
 
 
ここまでお読みいただき、

 
ありがとうございます。

 
 
つたない言葉ながらも、

 
あなたの心になにかを残せることができたのなら、

 
幸いです。 
 
 



奥付

 
 
 
 

いろいろいるよ
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